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研究成果の概要（和文）：始新世－漸新世境界での哺乳動物相の交代は，ヨーロッパにおいて最初に認識された
のち，北半球に共通の現象とされた。その一因と示唆されてきたアジア分類群の移入を検証するため，本研究で
は，アジアの典型的な化石産出地（モンゴル）と東南アジア（ミャンマー，タイ）や辺縁部（日本）の化石記録
の同定と再検討を進め，古生物地理学的な検討を行った。アジア東部内でも，①南部から拡散し，動物相交代に
参加する分類群，②北部にのみ産出し，ヨーロッパの動物相交代に参加する分類群，③南部や辺縁部，北米に現
れるが，北部からは産出しない分類群，④南部とインド亜大陸との交流を示す分類群など，様々なパターンが見
られた。

研究成果の概要（英文）：“Grande Coupre” or Eocene-Oligocene mammalian faunal turnover has been 
treated as a phenomenon common in northern hemisphere, and immigration of Asian taxa to Europe has 
been suggested to be one of the factor. We carried out systematic identification and 
paleobiogeographic evaluation on fossil specimens from typical Asian localities (Mongolia), 
Southeast Asian localities (Myanmar and Thailand), and coastal localities (Japan). We found several 
paleobiogeographic patterns among the examined East Asian taxa: taxa that originated in southern 
area, and contribute to the turnover; ones that only occur in northern area, and contribute the 
turnover in Europe; ones that appear in southern part and coastal part, but absent in northern part;
 ones that suggest connection to Paratethys area, and give no contributions to the turnover.

研究分野：古脊椎動物学
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１．研究開始当初の背景 
始新世－漸新世境界で陸棲哺乳動物相が
大きく変化することは，汎地球規模の現象と
して研究されてきた。この哺乳動物相の交代
は，ヨーロッパ産化石の研究にもとづいて，
20 世紀初頭に認識され，「Grande Coupure 
(直訳＝大断絶)」と名付けられた。ヨーロッ
パにおける変化は，①始新世の分類群の消滅，
②アジア系分類群の出現，③大陸内の各動物
相の島嶼化で特徴づけられている。この動物
相変化の要因として，寒冷化や乾燥化などの
地球規模の気候変動が関係していると考え
られ，ヨーロッパ以外の地域でも一致した時
期に見られるかが議論されてきた。北米プレ
ーリー地域の哺乳動物相でも奇蹄類などの
絶滅を含む交代が見られ，また，アジアの哺
乳動物相変化は「Mongolian remodelling」
とも呼ばれ，モンゴル～内蒙古から産出した
化石の研究で，主要な植物食動物であった奇
蹄類が，齧歯類・兎形類に取って代わられる
という変化が起きていることが指摘されて
きた。 
本研究に参加した研究者は，これまでアジ
アの古第三紀哺乳類の発掘調査と系統分
類・記載を行ってきた。その過程で，陸棲哺
乳動物相の交代が汎地球規模で同時期に起
きたという現象に合わない事象や，動物相の
変化を評価するうえで，以下のような複数の
問題点に気づいた：①ヨーロッパでの変化が
アジア起源分類群の移入によるものとすれ
ば，これらの分類群は Asia のどこで，いつ
起源したのか；②アジア東部内でも南部の産
出地では，モンゴル～内蒙古地域とは異なる
分類群が存在し，分類群によっては出現時期
が早い；③モンゴル～内蒙古の産出地の哺乳
動物相でも，食肉類など一部の分類群の変化
は，始新世－漸新世境界よりも先に起きてい
る；④ヨーロッパへのアジア起源分類群の移
入だけでなく，ヨーロッパに起源した分類群
のアジアへの移入も見られる；⑤モンゴル～
内蒙古地域には産出しないアジア産分類群
が，ヨーロッパや北アフリカ，南アジアに産
出する；⑥モンゴル～内蒙古地域には産出し
ないアジア産分類群が，北米始新世に産出す
る；⑦系統分類に混乱が見られ，地域間の動
物相変化の共通性を把握する妨げになって
いる。 
以上の問題点から，ヨーロッパ，アジア，
北米の陸棲哺乳動物相で共通に起きたとさ
れる始新世－漸新世動物相交代は，現象とし
て過度に単純化して説明されていると考え
られる。近年明らかになってきたモンゴル～
内蒙古地域以外のアジア産哺乳類の多様性
と矛盾しない仮説を提示し直し，動物相交代
の実態を明らかにしていく必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は，始新世～漸新世のアジア産哺乳
動物相の変化を調べ，汎地球規模の現象とさ
れてきた始新世－漸新世境界の陸棲哺乳動

物相交代へのアジア産分類群の寄与を明ら
かにすることを，目的とする。 
ヨーロッパの哺乳動物相において認識さ
れた始新世－漸新世境界の動物相交代は，ア
ジア系分類群の出現が１つの特徴としてあ
げられてきたが，それらがアジアでどのよう
に起源したかは検討されてこなかった。また，
近年の調査により，ヨーロッパや北米との対
比に用いられてきた資料以外にも，アジアに
は様々な分類群が存在していることや，始新
世－漸新世境界以前にも変化が起きている
ことが指摘され，始新世－漸新世境界の哺乳
動物相交代を複数の移住イベントとして検
証し直す必要がある。 
 
３．研究の方法 
アジアの化石哺乳類はモンゴル～内蒙古
からの化石証拠で代表されてきており，従来
の研究ではこれ以外の地域の産出記録は軽
視されたり，アジア産として一括に扱われて
きた。アジア東部の哺乳動物相を構成する各
分類群について，新標本の同定および産出・
記載報告，既存標本の系統分類の再検討，各
分類群の地理的・時間的分布データの収集を
行った。系統関係の推定や古生物地理学的考
察により，アジア産分類群の地理的・時間的
分布を検討し，地理的分布の拡大方向と時期，
その起源地について検討した。 
博物館作業としては，代表者・分担者らが
関与してきた発掘調査国（モンゴル，ミャン
マー，タイ，日本）で，調査によって得られ
ていた化石のデータ収集や化石標本の整
理・登録作業を行ったほか，中国と日本で既
存標本の観察や比較データの収集を行った。 
化石哺乳類の分類は，歯顎部形態にもとづ
いて行った。博物館で化石の写真撮影，計測，
許可される場合はモールド（帰国後，化石模
型を作成するための鋳型）を作成した。標本
を文献やこれまで収集したキャストと比較
することで，形態特徴を明らかにし，分類群
の同定を行った。 
 
４．研究成果 
 アジアの典型的な化石哺乳動物相は，内蒙
古～モンゴル産の標本にもとづいている。し
かし，これらの標本がヨーロッパの漸新世～
中新世から知られる属や種に含まれるとい
う分類が妥当であるかをまず検討した。ネコ
上科食肉類では，より古い化石記録を東アジ
ア南部に持つ Nimravidae では属レベルでヨ
ーロッパの種と共通であり，東アジア南部か
ら北部，そしてヨーロッパへの移入が示唆さ
れたのに対し，Stenoplesictis 類では，ヨー
ロッパ属との差異から新属を設立し，東アジ
アでも北部のみに分布が限られ，アジア内の
中央アジア地域などから東アジアやヨーロ
ッパに分散したという地理的移動に差異が
見つかった(Egi et al., 2016)。モンゴル科
学アカデミーに保管されているモンゴル地
域での化石標本調査については，上部始新統



の産地(Erzilin Dzo など)から収集した標本
だけでなく，漸新統（Shunkht）の哺乳類化
石の整理を行った。主に小型哺乳類化石の産
出が多く，巨大哺乳類化石の産出は非常に少
ないことがわかった。標本は大量にあり，今
後の継続的な研究調査が必要である。また，
多量サンプルから種同定を行うために，現生
種の形態変異から化石の種同定の有効性や
生態復元（体重推定）の精度について検討を
行い，論文発表した（Tsubamoto, 2015; 
Tsubamoto et al., 2016）。 
 モンゴルや内蒙古がアジアの哺乳動物相
や陸棲哺乳動物時代区分の模式地となって
いるのに対し，東南アジアや中国南部の産出
地では，奇蹄類に対する偶蹄類の増加が中期
始新世頃からより早く起きるなどの違いが，
分担者（鍔本）の既存研究で指摘されてきた。
古第三紀の東アジアの肉食性哺乳類は，食肉
類の数科とヒエノドン目（肉歯目）などを含
む。ミャンマー宗教文化省考古局ではこれま
での調査で収集した標本が保管されており，
同定作業を進めた。ミャンマーの中部始新統
Pondaung 層からは上部始新統モンゴルやタ
イから知られる Nimravus 以外にも，小型の
属の存在が認められ，この科が始新世中期に
東アジア南部を起源とすることと，Nimravus
属が東アジア全体に広く分布したことを支
持した(Egi et al., 2016)。一方で，Pondaung
からは他のクマ科目食肉類の標本も同定さ
れたが，これはクマ科目の化石記録としても
っとも古く，複数の始新世クマ科目化石を産
出するタイの後期始新世Krabiの動物相の化
石記録を遡るものと考えられる。また，肉歯
目については，これまでもインド亜大陸の前
期～中期始新世に産出した属との近縁性が
指摘され，北アフリカやインドなどを含むテ
ーチス海沿いの交流が示唆されてきたが，新
たに小型の純肉食適応形態を持つ新属が同
定され，東アジア北部に対する南部の動物相
の固有性が強調されることとなった。これら
について，学会発表を行った。 
 東南アジアの産出地に近い中国南部の産
出地からは 20 世紀に哺乳類標本の記載報告
がされているが，これはミャンマーやタイの
動物相の記載が活発に行われた以前の研究
であり，同定は北部地域の産出分類群を参照
して行われてきた。中国科学院古脊椎動物及
古人類研究所を訪問し，所蔵標本について観
察を行ったところ，歯種同定の誤認による系
統分類の再検討の必要性やミャンマー産出
種の存在が確認できた。 
 東南アジアの産出地に対して，日本の化石
産出地は緯度的にはモンゴル～内蒙古に近
いが，東アジアの太平洋側辺縁部に位置する。
上部始新統磐城層からは 3科に含まれる 3種
の偶蹄類を記載した（Tsubamoto et al., 
2016）。この相は東アジア北部と対比できる
属とタイや北米から知られる属が共産する
という点で特異である。また，後者について
は上述の食肉類と同様に，後期始新世の間に

東アジア北部の典型的哺乳類産出地を経由
せずに東南アジアと北米の間に交流があっ
たことを示唆する。日本産化石については，
他に瑞浪層群中村層や古浦層の前期中新世
の産出分類群についても，シカ上科や真無盲
腸目，齧歯目について同定を行った
（Nishioka & Ando, 2016; Nishioka et al., 
2016; Oshima, Tomida et al., 2017; Mörs & 
Tomida, 2018）。ヨーロッパの漸新世または
中新世の産出種との近縁性が指摘される一
方で，中国よりは記録が古い，もしくは対比
する属の化石記録が知られていない。この他
に，早稲田大学に所蔵される直良信夫博士に
よって日本および朝鮮半島や台湾から収集
された化石のコレクションの整理と再調査
を進め，その結果を公表した（西岡・平山，
2018）。 
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